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　4）Fe．03，A1室03成分は7
　　週間迄は殆んど溶解ぜ底い
　　が9週間日がち徴量溶解す
　　る。
　5）Mn0成分は6週間肩迄
　　は殆んど溶解せないが其れ
　　以後徴量溶解する。
　6）NiO成分は30週間目迄
　　殆んど溶解せない。
各成分の落胆量及び原含量に謝
する溶出量の百分率を示すと柔
の通りである。拘本質験装置を
第6固に示す。
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　　A：・溶出量（轟）
　　盈：原含量に勤する溶出量の百分率
　溶出量め墜化を第7固に示す。CaO，MgOの溶出は最も顯蕃であるが其の他の成分は
殆んど溶出しない。212日間の鹿理でC挑Oは初めの含量の89，8物を溶出しMg0は15．11
％を溶出した事になる。從って残留するSi0主，皿90の比率は1：1．15の値を示し殆んど
等しい結果となる。上記の事費は蛇紋岩が風化作用により茨の様な反膳を打って玉石の外
殻部分の化學組成に愛化する事を示すものである。卸1M193H2（Si04）必g2則（Si04）ヂ此の
貿験を纏綾して試料全部の粒子を完全に分解ぜしめるなれぽ上記の反藤式が完全に適用せ
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Fel　Al・は潜閏し初める筈である。本實験に於て反騰液は室氣を遼勘した状態で瑛酸瓦斯
を飽和せしめた爲に，元來硫化物として存在するニツヶルは殆んど溶出せられなかったも
のと者へられる。
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’られることになる。叉Mg0は最初の1週間
目に最も顧蕃に溶出し漸次共の溶同量を減少
してみる事は試料の各粒子の外殻部は直に皿g里
H4（Si04）！に愛化し大部分の晦O成分を皿9
（0H）・或は一部MgCO・として溶出するが反膝
が内浸するに從って反藤量を減じ同時にMgO
成分の溶出量を減少する結集を來すことにな
る爲であらう。　CaO或はMg0成分が溶出すれ
ば溶液は水素イオン濃度を滅じアルカリ性とな
るが故にFe，AIはFe（OE）3，ム1（OII）ヨの溶
解積が極めて小なる爲めに殆んど溶解せず残溢
中に固定せられると者へられる。黙るに皿gO
成分の溶出が完全に行はれることとなれぱ當然
　　詰　　論
（1）著者は紅土の化象的及び鑛物學的組威をその原岩石と比較し更に炭酸瓦斯を飽和せ
　る水でこれらの岩石を分解せしめる賛験を打って紅土化作用の地球化學的な機構を究明
　し穣と考へた。
（2）一部分蛇紋岩化した敏橿岩の化學組成拡含水マグネシュム正珪酸塩Mg3II里（Si04）3
　であって傲積岩が蛇紋岩化せられる時には輝石，轍橿石類は茨の様な化學反膳を行ぶも
　のであると者へら札る。
　輝石類
　1）　4M1gSi03＋2H1O＝班g3正工！（Si04）雪十M19（0H）1十2Si02
　2）　4M19Si03＋OO王十H20匿班g3I1【宣（Si0’）雪十M19C03＋2Si02
　激積石類
　1）　2Mg2Si04＋2H20＝M1g3H2（Si04）室十Mlg（0H）！
　2）　2班g2Si04＋C02＋亘20＝lM［艶1≡【2（Si04）2＋皿gC03
（3）蛇紋岩の風化分解物である慶の紅土の化學組成はMg雪凪Si2H7で此れはMg。肌
　（SiO’）2の晩水生成物であると者へられる。従って蛇紋岩が分解する時には教の儀な化
學反騰式を考へる事が出來る。
　1）　Mg3亘2（Si04）2＋2H皇O二Mg21≡【4（Si04）里十皿g（O亘）雪
　2）　皿g3砥（Si04）2＋II室〇十CO雪＝皿g宮恥（Si04）2＋皿gC03
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（4）傲櫨岩や蛇紋岩の分解過程に於ては皿g，Caの多量が循壊水中に溶出せられ從つ
　て地下水を弱酸性から弱アルカリ性に蟹化せしむる織果となリー彼溶解したFe，Niは
斯るアルカリ性の溶液申では再び沈澱することに底る。從って此等の元素は地下或る深
　度に於て最大の含量を示す事が當黙考へられるのであるが晩地に於けるFe・Niの等品
位曲線が此の事費を實誼してる孔
（」5）上記の事費は一方叉蛇紋岩を炭酸瓦斯で飽和した蒸溜水で人爲的に分解せしめた實
　験に依っても謹明する事が贈來た。
　副Ca，亙gの溶出せられる量は其の他の成分より逢に著しく212日間一慶理する事によ
　つてCa0はその89．84％を溶暉し血g0は15．11％を溶出した。從って不溶製澄中
　のSi02とW90の比率は殆んど等しくなつた。一方水素イオγの濃度は我等に減少し
　弱酸性よ一リ中性に叉更に弱アルカフ性へと愛化する。從ってFe，Ni等の成分はそれら
　の水酸化物の溶解積が極めて小さい爲に沈澱する事と在り，残溢中に次第に濃縮せられ
　る。
　一方紅主化作用が完全に進行した時には炎酸瓦斯で飽和した浸透水は弱アルカリ性から
　再び弱酸性に愛化し一度富化せられたFe，Niは再びその溶液に溶ける。然し乍ら此の
　再溶解したFe，Niはアルカリ帯に浸入すれば再び直に沈澱する。
　紅土中に件ふFe，Ni鉄床の富化作用は上述の様な過程を長期の地質時代を通1二で繰
　返し行はれる事に依って作られるものであると者へられる。
（6）Niは所謂粘呈ツヶル鑛申に濃縮ぜられてゐるが此の鑛物は隷派石類の一種の鑛物
　で班g原子のプ部をNi原子で置換した次の様な化學組成のものである。
　　　　R7II．R望III（Si04）5・5亘20．R2II；M19．Ca．Fd．’Mln．Ni．Rm；Fe■．．A1。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上
